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一
ヴ
ィ
ー
ン
の
自
然
法
論
近
刊
の
紹
介

私
は
、
二
○
○
一
年
九
月
に
第
六
回
ヨ
ハ
ネ
ス
・
メ
ス
ナ
ー
記
念
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
報
告
し
た
が
、
そ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
知
り
合
っ

た
エ
ン
リ
ケ
。
Ｈ
・
プ
ラ
ー
ト
教
授
か
ら
数
冊
の
書
物
の
贈
呈
を
受
け
て

帰
国
し
た
。
プ
ラ
ー
ト
教
授
は
哲
学
者
で
、
閂
ニ
レ
、
ロ
ー
盲
の
言
已

（
豆
の
（
一
目
（
ご
『
日
の
日
日
己
の
○
す
の
シ
二
三
『
○
℃
○
一
○
四
の
ロ
ロ
ロ
四
○
の
Ｓ
］
丙
、

医
療
人
類
学
及
び
生
命
倫
理
学
研
究
所
）
の
事
務
局
長
を
勤
め
て
い
る
。

そ
の
後
、
た
ま
た
ま
生
命
倫
理
学
関
係
の
特
集
の
企
画
を
担
当
し
て
い

た
私
に
以
前
プ
ラ
ー
ト
教
授
か
ら
頂
戴
し
て
い
た
書
物
及
び
雑
誌
を
読
み

通
し
て
み
る
機
会
が
訪
れ
た
。
そ
の
う
ち
の
一
冊
が
次
の
も
の
で
あ
っ
た
。

書
評

］
・
田
。
己
の
］
｝
一
（
国
房
咀
・
）
》
ロ
ミ
ミ
甸
冨
竃
討
三
⑫
己
邑
『
言
巨
富
＆
ミ
ロ
蜀
申
冒
一
＆
二
三
、
白
目
《
夢

三
一
二
］
毛
呼

』
・
団
二
①
］
］
一
目
・
因
・
西
・
田
富
｛
（
国
忌
阻
・
）
》
い
＆
ミ
ー
⑰
『
二
一
二
‐
因
巨
琴
三
雲
（
臭
二
一
二
四
Ｃ
ｏ
ｏ
》

⑦
二
三
の
局
雪
一
言
星
の
『
三
二
三
ｍ
ミ
ミ
ミ
ョ
ー
国
二
馨
）
画
・
レ
ニ
］
・
》
三
一
二
画
○
三
・

』
・
国
①
己
の
］
］
』
臣
・
因
・
国
・
田
円
自
（
国
届
ぬ
。
）
・
Ｓ
ｓ
①
ヨ
ー
、
『
①
＆
①
旨
－
国
屋
ニ
ロ
ョ
ロ
⑰
愚
鈍

ご
『
』
の
■
画
Ｃ
Ｃ
Ｃ

本
書
は
、
本
文
一
七
五
頁
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
内
容
は
非
常
に
興

味
深
い
も
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
尚
更
の
こ
と
、
私
は
な
る
べ

く
私
の
プ
リ
ズ
ム
を
通
さ
な
い
で
直
接
我
が
国
の
読
者
に
内
容
を
伝
え
た

い
と
考
え
、
時
間
的
な
制
約
下
に
お
い
て
何
と
か
三
篇
を
翻
訳
す
る
こ
と

が
出
来
た
。
も
ち
ろ
ん
先
方
に
翻
訳
許
諾
を
得
た
上
で
の
翻
訳
掲
載
と
な
っ

た
。そ
の
時
の
優
先
的
に
候
補
と
し
た
も
の
は
、
○
口
ロ
言
の
【
悪
］
曰
の
【
ギ
ュ

山
田

秀
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書

計
ン
夕
Ｉ
ベ
ル
ト
ナ
ー
箸
「
生
命
の
不
可
侵
性
Ｉ
間
己
決
定
の
限

界
ｌ
」
自
昌
ロ
二
三
エ
ン
リ
ヶ
申
プ
ラ
ー
ト
箸
「
自
己

決
定
へ
の
疑
問
１
口
殺
す
ろ
権
利
と
か
望
ん
で
い
る
か
ら
殺
害
し
て
も

ら
う
権
利
と
か
存
在
す
る
も
の
だ
ろ
う
か
？
ｌ
」
］
・
…
ニ
ニ
ー

ョ
ハ
ネ
ス
・
ボ
ネ
リ
箸
「
医
療
現
場
か
ら
み
た
死
の
介
添
え
と
緩
和
医
療
」

の
三
篇
で
あ
っ
た
。
ペ
ル
ト
ナ
ー
論
文
に
よ
る
と
、
自
己
決
定
の
限
界
は

「
人
間
の
尊
厳
」
に
あ
る
。
向
己
決
定
に
よ
る
嘱
託
殺
人
は
許
さ
れ
な
い
。

そ
れ
は
、
制
度
的
な
観
点
か
ら
も
吟
味
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
本
論
文
は

よ
く
考
え
ら
れ
た
伝
統
的
な
立
場
か
ら
の
論
稿
で
あ
る
。
プ
ラ
ー
ト
教
授

は
、
自
己
決
定
に
よ
る
安
楽
死
、
特
に
積
極
的
安
楽
死
を
不
可
と
す
る
論

陣
を
張
り
、
真
の
同
情
、
即
ち
愛
は
「
他
者
の
苦
痛
と
連
帯
す
る
」
と
主

張
す
る
。
ポ
ネ
リ
所
長
は
そ
の
論
文
で
、
我
々
の
身
近
か
ら
著
し
く
失
わ

れ
て
し
ま
っ
た
「
人
間
に
相
応
し
い
死
の
文
化
」
は
、
再
び
新
し
く
獲
得

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
説
く
。
外
に
も
掲
載
に
値
す
る
論
文
が
い

く
つ
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
［
例
え
ば
、
○
口
貝
の
『
ぐ
国
ギ
ュ
ン
タ
ー
・

フ
ィ
ル
ト
「
倫
理
神
学
か
ら
み
た
人
間
の
生
命
の
保
護
」
、
シ
ニ
の
①
三
三
・

二
丘
｝
の
『
ア
ン
ゼ
ル
ム
．
Ｗ
・
ミ
ュ
ラ
ー
「
生
の
延
長
か
、
そ
れ
と
も
死

の
延
長
か
？
」
、
”
の
ご
具
の
四
の
巳
の
『
‐
の
曰
、
。
【
レ
ナ
ー
テ
・
リ
ー
ド
ラ
ー
Ⅱ

ズ
ィ
ン
ガ
ー
ニ
家
族
に
看
取
ら
れ
て
の
死
』
は
如
何
に
し
て
支
え
ら
れ

る
か
？
」
、
二
四
三
コ
の
○
局
の
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ゾ
ル
ゲ
「
移
動
型
ホ
ス
ピ

ス
・
ヴ
ィ
ー
ン
」
そ
の
他
］
時
間
的
な
余
裕
が
ど
う
し
て
も
な
か
っ
た

た
め
、
そ
れ
以
上
は
果
た
し
得
な
か
っ
た
。
三
篇
の
拙
訳
は
「
社
会
と
倫

剛
』
第
十
七
号
（
南
山
大
学
社
会
倫
理
研
究
所
、
一
一
○
○
四
年
十
三
月
）

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
閂
ニ
レ
□
向
（
医
療
人
類
学
及
び
生
命
倫
理
学
研
究
所
）
所
長
の

ヨ
ハ
ネ
ス
・
ポ
ネ
リ
は
、
一
九
四
四
年
生
れ
、
内
科
、
心
臓
病
学
、
医
療

薬
物
学
専
攻
の
医
学
博
士
で
、
現
在
聖
エ
リ
ー
ザ
ベ
ッ
ト
病
院
内
科
長
で

も
あ
る
。
『
ニ
ン
ロ
ロ
の
事
務
局
長
が
プ
ラ
ー
ト
教
授
で
あ
る
。
彼
も
同
じ

く
一
九
四
四
年
生
れ
で
あ
る
。
ペ
ル
ト
ナ
ー
教
授
は
、
ヴ
ィ
ー
ン
大
学
哲

学
部
教
授
で
、
所
属
は
異
な
る
が
緊
密
な
応
援
要
員
で
あ
る
。
教
授
に
就

い
て
は
、
再
度
後
述
す
る
。

先
に
触
れ
た
一
一
一
論
文
は
、
前
に
少
し
紹
介
し
た
如
く
、
い
ず
れ
も
実
に

興
味
深
く
、
示
唆
に
富
み
、
説
得
的
で
も
あ
っ
た
が
、
論
集
全
体
の
学
術

水
準
の
高
さ
も
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
こ
で
、
是
非
そ
の
叢
書
の
既
刊
本

も
読
ん
で
み
た
い
と
考
え
て
注
文
し
た
と
こ
ろ
、
運
よ
く
［
と
言
う
の
も
、

そ
の
後
間
も
な
く
口
叩
切
れ
と
な
っ
て
い
る
か
ら
］
取
り
寄
せ
る
こ
と
が
で

き
た
。
そ
の
創
刊
号
巻
頭
論
文
が
、
ペ
ル
ト
ナ
ー
教
授
の
も
の
で
あ
っ
た
。

二
国
ニ
レ
国
因
（
医
療
人
類
学
及
び
生
命
倫
理
学
研
究
所
）
の

「
医
学
及
び
倫
理
学
」
叢
書
第
一
巻

本
書
「
医
学
医
療
の
中
心
で
あ
り
基
準
で
あ
る
人
間
」
Ｓ
ミ
ミ
ミ
⑫
＆

ミ
②
ミ
ミ
①
§
＆
ミ
ニ
的
『
９
号
『
ミ
ミ
同
貫
き
の
国
巨
切
咀
の
順
の
ワ
の
自
己
目

］
・
団
自
の
】
戸
三
】
の
ロ
】
毛
、
）
は
、
ヴ
ィ
ー
ン
に
あ
る
閂
ニ
レ
団
向
』
ロ
の
言
巨

が
刊
行
し
て
い
る
「
医
学
及
び
倫
理
学
」
叢
書
の
第
一
巻
で
あ
る
。
創
刊

号
だ
け
あ
っ
て
、
約
二
七
○
頁
の
三
部
構
成
の
文
字
通
り
の
力
作
揃
い
で

あ
る
。
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第
一
部
は
五
つ
の
論
文
を
収
録
。
巻
頭
論
文
は
白
眉
で
あ
る
。
ギ
ュ
ン

タ
ー
・
ベ
ル
ト
ナ
ー
、
彼
は
ヴ
ィ
ー
ン
大
学
の
哲
学
部
教
授
で
も
あ
り
、

カ
ン
ト
学
者
と
し
て
も
名
を
成
し
て
い
る
と
い
う
人
物
で
あ
る
が
、
そ
の

ベ
ル
ト
ナ
ー
は
「
尊
厳
の
尊
重
と
利
益
の
擁
護
」
論
文
で
現
代
の
帰
結
主

義
的
倫
理
学
を
徹
底
的
に
吟
味
す
る
。
二
四
三
口
宛
言
弓
の
言
の
『
ロ
ー

ン
ハ
イ
マ
ー
は
「
自
然
に
よ
っ
て
倫
理
規
範
を
基
礎
づ
け
る
」
場
合
の

「
自
然
」
と
は
人
間
「
本
性
」
で
あ
っ
て
（
「
自
然
」
も
「
本
性
」
も
ド
イ

ツ
語
ご
ｚ
四
目
【
震
》
ラ
テ
ン
語
震
冒
自
国
ご
で
は
同
一
語
で
あ
る
。
故
に
、

「
自
然
本
性
」
と
い
う
冗
語
的
訳
語
が
当
て
ら
れ
る
場
合
も
見
ら
れ
る
。
）
、

自
然
主
義
誤
謬
を
指
弾
す
る
英
米
流
と
は
異
な
る
存
在
論
的
に
よ
り
深
い

視
座
か
ら
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
所
長
で
内
科
医
の
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ボ
ネ
リ

も
例
え
ば
、
聖
ト
マ
ス
の
「
神
学
大
全
」
を
参
照
し
つ
つ
（
１
）
、
現
代

全
体
の
構
成
は
、
第
一
部
「
人
格
と
し
て
の
人
間
の
本
性
」
、
第
二
部

「
倫
理
的
行
為
」
、
第
三
巻
「
苦
し
み
」
と
な
っ
て
い
る
。
執
筆
者
の
顔
ぶ

れ
も
、
医
者
、
哲
学
者
、
神
学
者
、
心
理
学
者
に
、
年
齢
も
公
刊
当
時
四

○
歳
か
ら
七
○
歳
に
及
ん
で
い
る
。
そ
れ
で
も
全
体
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん

統
一
性
を
有
し
て
お
り
、
現
在
に
到
る
ま
で
日
本
で
一
方
的
に
流
行
し
て

い
る
ア
メ
リ
カ
型
の
生
命
倫
理
学
、
医
療
倫
理
学
と
は
明
確
に
色
調
が
異

な
る
。
［
ち
ょ
っ
と
言
い
過
ぎ
か
？
独
仏
の
議
論
情
況
や
イ
タ
リ
ア
の
そ

れ
も
少
し
ず
つ
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後
は
益
々
注
目
さ
れ
て
い
く

こ
と
を
願
う
。
］
そ
れ
は
、
伝
統
的
な
存
在
論
的
な
医
療
及
び
生
命
倫
理

学
で
あ
る
。

思
想
家
も
視
圏
に
組
み
入
れ
て
「
人
格
と
し
て
の
患
者
」
を
論
じ
て
い
る
。

第
二
部
は
哲
学
者
と
神
学
者
に
よ
る
四
論
文
で
構
成
さ
れ
る
。
ロ
ー
ン

ハ
イ
マ
ー
は
「
倫
理
学
、
行
為
、
倫
理
性
」
を
、
シ
【
【
の
９
幻
・
の
・
目
の
曰
の
｝
Ｑ

ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ト
は
「
直
接
的
及
び
間
接
的
安
楽
死
を
手
掛
か
り
に
医
療

行
為
の
倫
理
的
質
」
を
、
シ
己
『
８
の
Ｆ
四
目
ラ
ウ
ン
（
神
学
者
）
は

「
良
心
の
法
則
」
を
、
そ
し
て
再
度
ゾ
ネ
ン
フ
ェ
ル
ト
は
「
自
己
実
現
と

自
己
否
定
」
を
論
ず
る
。

第
三
部
は
五
つ
の
論
文
か
ら
成
る
。
］
・
冨
目
の
の
口
弓
・
［
の
］
一
○
ト
レ

ロ
が
二
論
文
（
慰
め
を
主
題
と
し
た
も
の
、
と
、
老
齢
化
に
お
け
る
人
間

の
尊
厳
を
扱
う
も
の
）
を
寄
せ
て
い
る
。
ほ
か
に
、
医
療
現
場
に
お
い
て

苦
し
み
と
苦
悩
と
を
論
じ
る
も
の
（
ポ
ネ
リ
）
、
キ
リ
ス
ト
教
的
人
間
論

を
医
者
と
患
者
の
問
題
と
し
て
捉
え
る
も
の
（
可
『
］
＆
風
呂
【
ロ
日
日
の
『

ク
マ
ー
）
、
何
の
た
め
に
苦
し
む
の
か
、
を
論
じ
る
も
の
（
巴
】
の
旨
の
二

Ｆ
晨
閉
ル
ー
カ
ス
）
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

全
体
と
し
て
多
少
保
守
的
な
色
調
は
否
め
な
い
が
［
し
か
し
、
言
う
ま

で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
思
想
を
政
治
的
安
易
な
「
保
守
」
だ
の
「
革

新
」
だ
の
と
レ
ッ
テ
ル
を
貼
っ
て
区
分
け
す
る
単
純
配
置
図
思
考
は
卒
業

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
が
］
、
人
間
の
人
格
性
、
人
間
の
尊
厳
、

二
○
○
○
年
に
及
ぶ
キ
リ
ス
ト
教
的
な
伝
統
を
重
視
し
た
、
し
か
も
医
療

現
場
に
密
着
し
た
［
こ
れ
こ
そ
本
書
の
論
述
に
重
み
を
与
え
て
い
る
。
］
、

そ
の
意
味
で
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
ら
距
離
を
と
っ
た
手
堅
い
論
文
が
目
白
押

し
で
あ
る
。
高
水
準
で
あ
る
［
と
私
は
読
ん
で
み
て
率
直
な
感
想
を
抱
い

た
］
が
、
何
せ
書
か
れ
て
い
る
の
が
す
べ
て
ド
イ
ツ
語
で
あ
る
。
グ
ロ
ー

7３（熊本法学１１７号'09）



書
二・

－－
－､

ロ

バ
ル
化
時
代
と
は
、
英
語
支
配
、
そ
れ
は
結
局
英
語
圏
の
思
考
支
配
に
つ

な
が
る
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
は
別
の
事
態
を
意
味
す
る
可
能
性
が
あ
り

は
し
な
い
だ
ろ
う
か
？
そ
う
し
た
意
味
に
お
い
て
、
私
は
多
元
主
義
、
多

元
的
価
値
観
重
視
の
時
代
の
い
う
中
で
の
英
語
一
辺
倒
化
に
疑
問
を
抱
く

者
で
あ
る
。

尚
、
ギ
ュ
ン
タ
ー
・
ベ
ル
ト
ナ
ー
の
論
文
し
＆
白
ｐ
ｍ
Ｑ
の
『
三
口
ａ
の

Ｅ
ｐ
Ｑ
の
ｏ
ロ
口
百
一
『
○
口
閂
昌
の
『
①
の
ｍ
の
Ｐ
一
員
□
ミ
ニ
忌
冨
の
、
香
己
②
一
畠
ミ
の
忌
苫
＆

ご
ロ
酉
の
日
。
ａ
ｓ
空
き
ａ
厨
量
『
す
の
『
口
巨
の
、
の
、
の
ウ
の
□
ご
○
ご
］
．
、
○
コ
の
一
一
一
》
］
Ｃ
ｃ
ｍ
》

の
．
②
‐
色
・
の
翻
訳
「
尊
厳
の
尊
重
と
利
益
の
保
護
」
は
、
「
社
会
と
倫
理
」

第
十
九
号
（
南
山
大
学
社
会
倫
理
研
究
所
、
二
○
○
六
年
五
月
、
一
七
五
’

一
九
六
頁
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
二
○
○
四
年
私
は
「
社
会
と
倫
理
』
第
十
七
号

に
、
閂
三
シ
国
向
研
究
所
発
行
の
叢
書
「
医
学
及
び
倫
理
学
」
の
「
生
か
、

死
か
、
そ
れ
と
も
安
楽
死
か
』
と
い
う
論
文
集
か
ら
三
篇
に
つ
き
翻
訳
許

諾
を
得
て
、
自
ら
訳
出
し
て
掲
載
し
た
。
目
ニ
レ
団
向
研
究
所
の
事
務
局
長

で
哲
学
者
の
プ
ラ
ー
ト
教
授
か
ら
個
人
的
に
同
書
を
頂
戴
し
て
い
た
の
が

そ
も
そ
も
の
機
縁
で
あ
っ
た
。
そ
の
三
篇
中
の
一
つ
が
、
ペ
ル
ト
ナ
ー
教

授
の
論
文
で
「
生
命
の
不
可
侵
性
ｌ
自
己
決
定
の
限
界
」
で
あ
る
。
そ
の

後
、
同
叢
書
の
創
刊
号
を
取
り
寄
せ
て
読
ん
で
み
た
が
、
こ
れ
が
大
変
な

高
水
準
の
論
文
集
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
巻
頭
論
文
「
尊
厳
の
尊
重
と

利
益
の
保
護
」
を
是
非
と
も
我
が
国
の
読
者
研
究
者
に
紹
介
し
た
い
と
思

い
立
ち
、
プ
ラ
ー
ト
教
授
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
快
く
翻
訳
許
諾
を

頂
戴
し
、
拙
訳
を
公
刊
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

尚
、
そ
の
ベ
ル
ト
ナ
ー
教
授
は
、
既
に
「
医
学
倫
理
学
基
礎
教
程
』

（
○
日
三
百
［
の
三
の
Ｑ
国
ロ
ー
ロ
ニ
戻
三
】
の
ｐ
ｇ
ｓ
）
と
い
う
単
著
を
公
刊

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
物
も
中
々
の
好
著
で
あ
る
。
ト
マ
ス
主
義
自
然
法

論
の
観
点
か
ら
基
本
的
に
執
筆
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
特
記
し
て
お
か
ね
ば

な
ら
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
我
が
国
で
は
、
当
該
思
想
家
の
思
想
的
基
盤

の
正
確
な
認
識
な
し
に
、
的
外
れ
な
紹
介
や
解
釈
が
な
さ
れ
な
い
と
も
限

ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

三
『
医
学
Ⅱ
倫
理
学
基
礎
教
程
』

こ
こ
で
、
本
書
評
で
紹
介
す
る
三
冊
目
の
書
物
の
著
者
で
あ
る
ギ
ュ
ン

タ
ー
・
ペ
ル
ト
ナ
ー
教
授
。
。
｛
・
□
『
・
○
旨
こ
の
『
恩
］
目
の
『
に
つ
い
て

略
述
し
て
お
く
。
教
授
は
、
一
九
四
二
年
に
生
ま
れ
て
、
音
楽
及
び
表
現

芸
術
大
学
ピ
ア
ノ
科
を
優
秀
な
成
績
で
卒
業
さ
れ
、
そ
の
後
ヴ
ィ
ー
ン
大

学
で
哲
学
、
教
育
学
、
歴
史
学
を
研
究
さ
れ
、
哲
学
博
士
号
を
有
す
る
異

色
の
学
者
で
あ
る
。
現
在
ヴ
ィ
ー
ン
大
学
哲
学
部
教
授
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア

音
楽
・
哲
学
協
会
会
長
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
現
象
学
会
副
会
長
。
オ
ー
ス
ト

リ
ア
現
存
在
分
析
学
会
副
会
長
な
ど
の
要
職
に
就
い
て
お
ら
れ
る
。
何
故
、

丁
寧
語
で
紹
介
す
る
か
。
そ
れ
は
、
彼
の
論
文
を
読
了
し
た
と
き
に
或
る

種
の
感
慨
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
著
者
は
恐
ら
く
ト
ミ
ス
ト
だ
。

一
読
し
た
と
き
に
私
は
そ
う
感
じ
た
。
前
述
の
巻
頭
論
文
を
読
ん
だ
と
き

に
そ
れ
は
ほ
ぼ
確
実
だ
と
踏
ん
だ
。
以
下
で
紹
介
す
る
単
著
で
は
そ
れ
は

愈
々
明
々
白
々
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
ペ
ル
ト
ナ
ー
教
授
に
よ
る
、
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医
療
倫
理
学
な
い
し
医
学
倫
理
学
と
い
う
分
野
［
こ
の
訳
語
に
関
連
し
て
、

後
に
言
及
す
る
。
］
で
の
標
準
的
［
こ
こ
に
「
標
準
的
」
と
は
、
信
頼
に

足
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
］
教
科
書
で
あ
る
。
初
版
が
二
○
○
二
年
に

ご
『
田
」
。
と
し
て
、
ヴ
ィ
ー
ン
そ
の
他
に
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
二
○
○
六
年
に
第
二
版
が
出
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
初
版
に
見
ら
れ

た
僅
か
の
誤
植
訂
正
、
文
献
補
充
等
が
確
認
で
き
る
。

『
医
学
Ⅱ
倫
理
学
基
礎
教
程
」
（
の
ミ
ヨ
①
『
エ
｛
冒
具
の
『
§
＆
言
易

ミ
ミ
ミ
ョ
ー
因
（
言
孟
、
・
し
貝
］
・
雪
』
の
己
巴
三
）

三
四
○
頁
の
本
書
の
目
次
を
先
ず
眺
め
る
と
、
以
下
の
如
く
、
こ
の
分

野
を
網
羅
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
。
第
一
章
「
医
学
Ⅱ
倫
理
学
の
概
念
と

課
題
」
、
第
二
章
「
倫
理
的
判
断
形
成
の
諸
方
法
」
、
第
三
章
「
医
学
Ⅱ
倫

理
学
の
規
範
的
根
拠
づ
け
」
、
第
四
章
「
身
体
的
・
人
格
的
存
在
と
し
て

の
健
康
な
人
間
と
病
気
の
人
間
」
、
第
五
章
「
医
者
と
患
者
の
関
係
」
、
第

六
章
「
治
療
実
験
、
人
体
実
験
、
倫
理
委
員
会
」
、
第
七
章
「
予
測
医
学
」
、

第
八
章
「
遺
伝
治
療
」
、
第
九
章
「
胚
研
究
」
、
第
十
章
「
生
命
保
護
に
関

す
る
討
議
」
、
第
十
一
章
「
臓
器
移
植
」
、
第
十
二
章
「
死
に
逝
く
こ
と
と

死
」
、
第
十
三
章
「
医
療
制
度
に
お
け
る
資
源
の
分
配
」
と
構
成
さ
れ
て

先
ず
「
医
学
Ⅱ
倫
理
学
」
こ
の
曰
巳
ロ
ー
国
三
戸
と
い
う
見
慣
れ
な
い
用
語

に
つ
い
て
最
小
限
は
解
明
さ
れ
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
こ
の
語
は
、
著
者

が
特
に
両
分
野
を
独
立
性
と
協
力
と
を
等
し
く
重
視
す
る
こ
と
に
由
来
す

る
（
二
○
’
三
一
一
一
頁
）
。
即
ち
、
そ
れ
は
ｓ
の
曰
の
Ｓ
国
三
の
ｓ
の
亘
三
丙

い
る
。

（
医
学
的
倫
理
学
）
で
も
な
け
れ
ば
、
曰
の
①
ご
］
の
＆
の
二
ｓ
亘
ロ
（
倫
理

学
的
医
学
）
で
も
な
い
訳
で
あ
る
。
医
学
（
医
術
）
と
い
う
技
術
学
は
倫

理
学
と
い
う
行
為
学
と
本
来
一
体
的
で
あ
る
。
そ
れ
が
現
代
で
は
二
側
面

か
ら
再
検
討
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
に
は
、
新
し
い
治
療
方
法
の
開
発

が
見
ら
れ
、
も
う
一
つ
に
は
、
社
会
の
エ
ー
ト
ス
形
式
の
多
元
性
（
言
い

換
え
る
と
多
元
的
倫
理
観
）
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
言
わ
ば
医
療

行
為
を
巡
る
地
殻
変
動
が
起
こ
り
つ
つ
あ
る
。
そ
う
し
た
状
況
下
で
ヒ
ポ

ク
ラ
テ
ス
の
誓
い
に
代
表
さ
れ
る
伝
統
的
な
医
の
倫
理
が
再
検
討
を
迫
ら

れ
て
い
る
。
本
書
は
、
こ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
如
上
の
問
題
意
識
を

有
し
つ
つ
「
伝
統
的
な
存
在
論
」
或
い
は
ト
マ
ス
主
義
の
倫
理
学
の
立
場

か
ら
包
括
的
に
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

第
一
章
で
は
、
そ
の
他
、
倫
理
的
諸
問
題
を
考
察
し
て
い
く
上
で
の
重

要
概
念
（
倫
理
、
倫
理
学
、
道
徳
、
エ
ー
ト
ス
等
）
を
周
到
に
説
明
し
て

い
る
（
一
一
’
一
一
一
三
頁
）
。

第
二
章
は
、
倫
理
的
判
断
の
対
象
た
る
行
為
に
つ
い
て
の
考
察
に
続
き
、

判
断
形
成
に
か
か
わ
る
代
表
的
な
方
法
論
を
紹
介
す
る
。
義
務
論
的
考
察

方
法
、
目
的
論
的
（
功
利
主
義
的
）
見
解
に
続
い
て
、
（
ビ
ー
チ
ャ
ム
と
チ

ル
ド
レ
ス
に
拠
る
）
四
原
則
の
見
解
［
自
己
決
定
、
危
害
回
避
、
配
慮
義

務
、
正
義
（
以
上
ド
イ
ツ
語
か
ら
の
翻
訳
。
英
語
は
⑫
の
一
｛
‐
Ｑ
の
（
の
『
日
三
豊
・
ロ

ロ
・
言
『
日
ウ
の
ロ
の
ぐ
・
｝
の
二
・
①
］
巨
昌
・
の
）
］
を
紹
介
す
る
。
本
書
の
特
徴

は
、
こ
の
次
に
、
行
為
の
全
体
構
造
を
視
野
に
入
れ
て
考
察
す
る
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
Ⅱ
ト
マ
ス
主
義
の
記
述
に
あ
る
（
四
五
’
四
七
頁
）
。
著
者
に

よ
る
と
、
行
為
の
倫
理
性
は
、
行
為
の
構
造
要
素
す
べ
て
を
考
慮
に
入
れ
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望
に 計

て
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
（
二
目
的
と
手
段
、
（
二
）
意
図
、

（
三
）
環
境
と
行
為
の
諸
結
果
の
諸
側
面
を
総
合
し
て
判
断
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
に
大
き
な
手
が
か
り
を
与
え
る
の
が
「
実
践
的
考

量
」
な
い
し
「
思
慮
」
頁
昌
房
呂
の
ロ
ワ
の
『
一
の
、
目
的
曰
三
・
【
｝
巨
召
皇
で

あ
り
、
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
で
の
ｇ
『
・
ロ
①
の
一
の
、
ス
コ
ラ
哲
学
で
の
ロ
己
の
口
冨

で
あ
る
。

第
弐
噸
で
は
、
第
兎
噸
で
紹
介
さ
れ
た
倫
即
学
方
法
論
を
考
慮
し
つ
つ
、

エ
ー
ト
ス
の
多
元
性
と
い
う
事
実
に
向
き
合
い
な
が
ら
も
反
多
元
主
義
的

閉
じ
た
エ
ー
ト
ス
論
と
相
対
主
義
的
決
断
非
合
理
主
義
の
両
極
端
に
陥
ら

ず
に
著
者
が
「
人
間
の
尊
厳
」
二
の
ロ
の
＆
の
ご
弓
冒
Ｑ
①
と
い
う
原
理
に
基
づ

い
て
、
人
間
を
存
在
論
的
に
把
握
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
。
「
良
心
」
の
⑦
且
朋
の
ロ
に
つ
い
て
も
伝
統
的
探
求
遺
産
が
き
ち
ん
と
踏

ま
え
ら
れ
て
い
る
の
が
頼
も
し
い
。
そ
う
し
た
基
礎
的
前
提
に
根
拠
づ
け

ら
れ
て
第
四
章
以
下
の
具
体
的
叙
述
が
腱
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
し
、
実
際
そ
の
期
待
は
饗
切
ら
れ
て
い
な
い
、
と
私
は
思
う
。

存
在
論
か
ら
「
人
間
の
蝋
厳
」
に
論
究
す
る
と
ど
う
な
る
か
。
瞭
厳
は

人
間
存
在
と
同
根
で
何
周
延
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
は
ぎ
の
『
丙
の
ご
冒
已
印

の
対
象
で
は
な
く
、
シ
ロ
の
『
丙
の
ご
ロ
日
］
の
の
対
象
で
あ
る
の
み
。
訳
語
は
と

も
か
く
、
国
こ
の
『
斎
目
曰
一
の
は
個
人
で
あ
れ
集
団
で
あ
れ
判
断
主
体
の
一

存
で
事
に
け
り
を
付
け
る
こ
と
の
で
き
る
類
に
関
わ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

レ
ニ
の
『
穴
の
ご
ヨ
ヨ
の
は
判
断
主
体
の
恐
意
に
左
右
さ
れ
な
い
。
前
者
は
「
資

格
付
与
行
為
」
、
後
者
は
「
硴
認
行
為
」
の
趣
旨
。
こ
れ
さ
え
押
さ
え
れ

ば
、
両
者
と
も
「
承
認
す
る
（
こ
と
）
」
と
仮
訳
し
て
も
構
う
ま
い
。
そ

こ
で
、
次
の
問
題
。
尊
厳
は
付
与
行
為
の
対
象
で
は
あ
り
得
ぬ
た
め
、
そ

れ
を
奪
い
取
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
人
間
は
尊
厳
を
有
す
る
か
ら
人
格
で

あ
る
。
換
言
す
る
と
、
人
間
で
あ
る
こ
と
は
人
格
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す

る
。こ
こ
に
、
し
か
し
異
論
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
人
論
客
三
・
『
ウ
の
１
西
・
の
『
の
（
の
『

ノ
ル
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
ス
タ
ー
に
よ
る
と
、
人
間
の
尊
厳
は
、
ユ
ダ
ヤ
・
キ

リ
ス
ト
教
の
「
神
の
似
像
」
教
説
の
世
俗
化
形
態
に
外
な
ら
な
い
で
は
な

い
か
。
或
い
は
又
、
煎
厳
の
思
想
は
、
特
定
の
哲
学
的
な
い
し
世
界
観
的

確
信
と
一
体
化
し
た
表
象
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
。
な
る
ほ
ど
、

こ
の
異
論
に
［
詳
し
く
言
え
ば
、
人
間
の
尊
厳
の
思
想
は
、
ス
ト
ア
禰
学

又
は
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
に
由
来
す
る
限
り
に
お
い
て
、
普
遍
的
な
も

の
で
は
な
い
と
い
う
異
論
に
］
一
一
一
分
の
理
は
認
め
ら
れ
る
（
目
の
『
百
コ
目

三
の
ａ
の
貝
曰
の
三
二
・
耳
の
ロ
の
一
一
）
と
し
よ
う
。
し
か
し
、
思
想
の
発
生
源

と
そ
の
妥
当
価
値
と
は
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
［
こ
れ
は
自
然
法
論
者

に
限
ら
ず
、
分
析
系
の
哲
学
荷
も
主
張
す
る
］
・
尊
厳
思
想
は
、
変
装
し

た
或
る
特
定
宗
教
観
に
雌
づ
く
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
特
定
哲
学
の
基
本

的
想
定
や
力
法
に
左
右
さ
れ
る
も
の
で
も
な
い
。

「
人
間
の
尊
厳
の
思
想
が
梢
々
こ
の
数
百
年
の
問
政
摘
的
に
実
現
さ
れ

て
き
た
も
の
で
し
か
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
は
妥
当
要
求
の
問
題
で
は
な

い
。
そ
れ
は
特
殊
法
律
的
及
び
政
治
的
諸
条
件
の
文
脈
に
お
け
る
事
実
上

の
承
認
の
歴
史
で
あ
る
。
」
（
五
一
一
’
五
三
頁
）

権
利
の
思
想
が
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
と
言
っ
て
、
権
利
そ
れ
自

体
が
無
か
っ
た
と
か
帰
結
さ
れ
な
い
。
最
も
解
り
や
す
い
事
例
を
挙
げ
る
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な
ら
ば
、
「
生
存
権
」
と
い
う
用
語
が
存
在
し
な
か
っ
た
時
代
、
社
会
に

は
生
き
る
権
利
、
即
ち
「
生
存
権
」
そ
の
も
の
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
は

一
一
一
一
口
え
な
い
。
正
に
生
存
権
が
侵
害
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
生
存
権
が
生
存
権

と
し
て
尊
重
さ
れ
る
事
態
が
欠
落
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
上
述
内
容
と
密
接
に
連
関
す
る
論
題
を
取
り
扱
っ
た
第
十
章

「
生
命
保
護
に
関
す
る
討
議
」
に
触
れ
て
お
こ
う
。
功
利
主
義
の
眼
か
ら

は
、
「
人
格
」
の
み
が
、
即
ち
、
怪
し
い
括
弧
付
き
の
人
格
の
み
が
生
命

権
（
生
存
権
、
生
き
る
権
利
）
を
有
す
る
。
こ
れ
は
存
在
論
的
な
人
格
概

念
で
は
な
く
、
認
識
論
的
・
意
識
論
的
な
人
格
概
念
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に

よ
っ
て
人
格
と
人
間
と
が
分
離
さ
れ
、
人
格
で
あ
る
と
は
何
か
の
性
質
な

り
能
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
理
性
的
能
力
（
合
理
性
、

理
性
性
）
幻
皀
・
ロ
ロ
言
聟
を
人
格
の
指
標
と
す
る
と
、
こ
れ
を
欠
く
者
は

人
格
で
な
い
の
だ
か
ら
、
如
何
様
に
処
分
し
て
も
差
し
支
え
な
い
の
で
あ

る
。
胎
児
や
嬰
児
よ
り
も
類
人
猿
の
方
が
「
よ
り
人
格
」
で
あ
る
！
潜
在

可
能
性
理
論
と
い
う
名
の
や
や
手
の
込
ん
だ
理
屈
を
提
ね
ま
わ
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
胎
児
の
殺
害
は
非
難
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
と
さ
れ
る
（
一
九

五
’
二
○
二
頁
）
。

例
え
ば
、
潜
在
的
な
国
王
が
現
実
の
国
王
の
諸
権
利
を
持
ち
は
し
な
い

と
い
う
こ
と
を
根
拠
に
し
て
、
従
っ
て
、
潜
在
的
な
人
間
（
や
が
て
出
生

す
る
で
あ
ろ
う
人
）
で
あ
る
胎
児
は
、
現
実
の
人
間
の
諸
権
利
を
同
様
に

持
ち
は
し
な
い
の
だ
と
い
う
議
論
は
ど
う
考
え
る
か
。
こ
の
議
論
の
前
提

に
は
、
生
存
す
る
と
い
う
こ
と
は
統
治
す
る
こ
と
と
同
様
に
、
行
使
し
た

り
し
な
か
っ
た
り
す
る
権
限
や
活
動
で
あ
る
と
い
う
考
え
が
潜
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
成
り
立
た
な
い
。
「
人
間
は
そ
の
生
存
期
間
の
経
過
の

内
に
、
生
き
る
能
力
を
獲
得
す
る
の
で
は
な
い
。
何
と
な
ら
ば
、
人
間
は

既
に
生
き
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
。
生
き
る
こ
と
、
実

存
す
る
こ
と
は
、
獲
得
可
能
な
能
力
で
も
な
け
れ
ば
活
動
で
も
な
い
。
そ

う
で
は
な
く
、
能
力
や
活
動
の
獲
得
や
行
使
の
た
め
の
［
前
提
と
な
る
］

可
能
根
拠
で
あ
る
。
」
（
二
○
五
頁
）
。
他
に
も
詳
し
い
議
論
が
あ
る
が
省

略
す
る
。

第
四
章
「
身
体
的
・
人
格
的
存
在
と
し
て
の
健
康
な
人
間
と
病
気
の
人

間
」
も
示
唆
に
富
む
記
述
に
満
ち
て
い
る
。
人
間
を
「
人
格
的
存
在
」

ｂ
円
の
。
Ｂ
｝
①
の
こ
の
の
①
ロ
と
基
本
的
に
捉
え
、
そ
の
観
点
か
ら
、
「
関
係
的

な
」
存
在
で
あ
り
、
又
本
質
的
に
「
共
な
る
」
人
間
で
あ
る
こ
と
を
述
べ

る
。
「
関
係
性
」
宛
の
｝
昌
・
ロ
の
み
な
ら
ず
「
語
り
か
け
ら
れ
う
る
性
格
」

シ
ロ
の
ロ
の
ｓ
富
民
囚
（
も
人
間
に
と
っ
て
構
成
的
で
あ
る
。
例
え
ば
子
供
で

あ
る
こ
と
が
人
間
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
と
著
者
が
語
る
と
き
、
そ
の
「
子

供
」
と
は
、
発
達
心
理
学
的
な
概
念
と
し
て
で
は
な
く
、
存
在
論
的
関
係

概
念
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
（
こ
れ
は
、
村
井
実
の
人
間
概
念
と
し
て

の
子
供
概
念
に
通
じ
る
。
）
。
我
々
が
他
者
へ
の
関
係
を
事
実
と
し
て
受
容

で
き
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
笑
は
我
々
が
既
に
そ
の
事
実
に
先
ん
じ
て
共

同
存
在
と
し
て
の
人
間
で
あ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
な
の
で
あ
る
［
変

な
言
い
回
し
で
あ
る
が
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
伝
え
た
い
た
め
、
敢
え
て
こ
の

よ
う
に
表
現
す
る
。
］
。
我
々
が
言
語
を
獲
得
す
る
以
前
に
、
既
に
語
り
か

け
ら
れ
う
る
存
在
で
あ
る
。
詰
り
、
我
々
が
経
験
し
て
い
る
世
界
で
、
我
々

に
語
り
か
け
て
く
る
も
の
が
人
間
で
あ
れ
そ
の
他
の
自
然
で
あ
れ
事
物
で
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あ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
我
々
が
態
度
を
採
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
れ
ら
が
我
々
に
語
り
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
一
つ
の
事
実
の
並

立
が
そ
こ
に
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
（
六
三
’
六
五
頁
）
。
こ
れ
に
続
き
著

者
は
、
時
間
連
関
、
世
界
連
関
を
論
ず
る
。
そ
し
て
、
身
体
を
「
人
格
的

な
世
界
へ
の
開
放
性
の
本
質
の
媒
材
」
三
の
ｍ
の
ロ
の
曰
の
Ｑ
盲
目
己
の
『
の
。
Ｂ
｝
円

言
の
｝
（
・
｛
｛
の
昌
昌
と
し
て
詳
述
す
る
。
こ
の
本
質
的
規
定
こ
そ
が
「
私
は

私
の
身
体
で
あ
る
」
こ
と
と
「
私
は
私
の
身
体
を
有
す
る
」
こ
と
と
を
解

明
す
る
（
六
五
’
七
五
頁
）
。
さ
て
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
健
康
の
定
義
は
有
名
で

あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
に
は
固
よ
り
積
極
的
な
意
義
が
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら

な
い
。
即
ち
、
健
康
を
め
ぐ
っ
て
社
会
的
次
元
を
そ
こ
に
組
み
込
ん
だ
と

い
う
意
義
が
。
し
か
し
、
難
点
も
持
ち
込
ん
で
い
る
と
著
者
は
言
う
。
Ｗ

Ｈ
Ｏ
の
定
義
を
字
義
通
り
に
受
け
止
め
る
と
、
誰
一
人
と
し
て
健
康
な
人

間
な
ど
存
在
し
た
例
が
な
い
。
「
健
康
は
こ
こ
で
は
基
礎
的
な
善
と
理
解

さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
最
高
善
に
祭
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
幸
福
な
生
を
可

能
に
す
る
こ
と
と
し
て
で
は
な
く
こ
れ
と
同
一
視
さ
れ
て
い
る
。
」
〈
七
五

頁
）
。
応
用
自
然
学
と
し
て
の
医
学
は
健
康
と
病
気
を
有
機
体
な
い
し
組

織
の
生
物
学
的
有
能
性
を
顧
慮
し
て
規
定
す
る
。
し
か
し
、
著
者
が
注
意

を
促
す
よ
う
に
、
機
能
的
な
病
気
概
念
は
「
記
述
的
、
方
法
論
的
に
還
元

さ
れ
た
概
念
」
（
９
①
の
丙
ユ
ロ
ゴ
貝
曰
の
三
○
曰
の
９
，
局
の
Ｑ
目
一
の
耳
の
『
国
の
、
己
｛
、
）

で
あ
る
（
七
七
頁
）
。
そ
し
て
機
能
的
概
念
と
し
て
の
健
康
と
病
気
に
即

し
て
語
る
な
ら
ば
、
病
気
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
そ
の
機
能
が
通
常
と
違
っ

た
仕
方
で
働
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、

我
々
の
問
題
と
す
る
「
病
気
」
と
「
健
康
」
は
、
何
よ
り
も
「
組
織
（
器

官
）
」
（
○
品
目
）
で
も
「
組
織
体
（
生
物
）
」
（
○
『
彊
已
の
日
巨
の
）
で
も
な

く
、
人
間
（
二
目
の
・
す
）
と
い
う
主
体
で
あ
る
。
「
誰
か
が
、
名
前
で
呼

ば
れ
得
る
人
間
が
生
き
て
お
り
、
健
康
で
あ
り
、
病
気
に
な
り
、
快
復
す

る
の
で
あ
る
。
」
（
七
九
頁
）
。
医
者
に
援
け
を
求
め
て
い
る
の
は
、
人
間

の
有
機
体
で
は
な
く
、
自
分
が
病
気
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
誰
か

（
一
・
日
目
ｅ
な
の
で
あ
る
。
最
近
で
は
常
識
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
が

（
そ
う
私
は
願
う
が
）
、
病
気
で
は
な
く
、
共
同
存
在
者
で
あ
る
病
気
の
人

間
が
治
癒
快
復
す
る
の
で
あ
る
。
哲
学
的
に
示
唆
的
記
述
が
更
に
続
く
。

も
う
少
し
著
者
に
聴
こ
う
。
病
人
は
医
者
に
援
け
を
求
め
る
。
行
為
を
導

く
概
念
は
規
範
的
実
践
的
（
ロ
・
【
白
昌
ぐ
‐
で
『
昌
房
＆
）
で
あ
る
。
従
っ

て
、
「
病
気
」
と
か
「
健
康
」
と
い
う
概
念
は
、
第
一
次
的
に
は
規
範
的

実
践
的
な
概
念
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
記
述
的
要
素
を
伴
う
の
で
あ
る
。

「
従
っ
て
、
健
康
で
あ
る
こ
と
に
は
、
重
荷
を
背
負
う
こ
と
、
苦
悩
を
引

き
受
け
る
こ
と
ｌ
苦
悩
す
る
者
が
病
気
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
ｌ

矛
盾
す
る
も
の
を
耐
え
抜
き
、
最
終
的
に
死
を
忍
ぶ
能
力
が
含
ま
れ
る
。
」

（
八
四
頁
）
。
反
省
を
迫
る
独
自
の
見
解
が
随
処
に
見
ら
れ
る
。
第
四
章
で

は
障
害
、
生
命
の
質
を
も
論
じ
て
い
る
。

第
五
章
「
医
者
と
患
者
の
関
係
」
は
、
共
同
存
在
で
あ
る
人
間
の
相
互

関
係
の
う
ち
で
「
医
者
と
患
者
」
と
い
う
特
別
の
人
間
関
係
を
論
じ
る
。

苦
境
と
救
援
と
い
う
根
源
情
況
が
、
苦
境
を
取
り
除
き
、
せ
め
て
緩
和
す

る
こ
と
を
呼
び
か
け
る
。
こ
の
情
況
が
行
為
情
況
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
医

療
行
為
、
治
療
行
為
、
介
護
行
為
な
ど
の
「
当
為
の
源
泉
は
苦
境
に
あ
っ

て
援
け
を
必
要
と
し
て
い
る
共
同
存
在
た
る
人
間
の
実
存
」
そ
れ
自
体
で
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あ
る
。
根
源
情
況
に
対
す
る
応
答
と
し
て
の
医
療
・
治
療
・
介
護
は
、
従
っ

て
、
ど
ん
な
に
医
療
情
況
が
変
遷
し
よ
う
と
も
、
そ
の
本
質
は
不
変
で
あ

る
。
医
療
の
エ
ー
ト
ス
は
「
配
慮
」
司
曰
の
。
『
ぬ
の
で
あ
る
［
ヒ
ポ
ク
ラ
テ

ス
の
誓
い
、
参
照
］
・
配
慮
の
エ
ー
ト
ス
は
子
に
対
す
る
父
親
の
関
係
に

類
比
的
に
理
解
さ
れ
る
が
、
こ
こ
に
も
勿
論
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
連
関
す

る
諸
問
題
が
あ
る
（
九
一
’
九
三
頁
）
。
又
、
患
者
の
自
律
原
理
に
関
連

し
て
も
様
々
な
問
題
が
発
生
す
る
。
そ
の
他
、
患
者
へ
の
説
明
が
実
存
的

な
決
定
の
援
け
に
な
る
こ
と
や
そ
の
説
明
の
内
容
と
範
囲
で
あ
る
と
か
そ

れ
を
含
む
対
話
・
相
談
の
限
界
や
方
法
な
ど
が
論
じ
ら
れ
る
（
九
八
’
一

一
二
頁
）
。

第
六
章
は
「
治
療
実
験
、
人
体
実
験
、
倫
理
委
員
会
」
と
題
さ
れ
る

（
一
一
一
一
一
’
’
三
二
頁
）
。
倫
理
や
倫
理
学
な
ど
研
究
の
邪
魔
で
し
か
な
い

と
い
う
技
術
信
奉
者
の
異
議
に
対
し
て
、
ペ
ル
ト
ナ
ー
は
「
研
究
は
決
し

て
価
値
自
由
で
は
な
い
。
研
究
は
人
間
の
活
動
と
し
て
常
に
倫
理
的
観
点

の
下
で
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
」
と
応
え
て
い
る
（
一
二
八
頁
）
。

研
究
の
自
由
で
は
な
く
、
人
間
の
蝋
厳
が
最
高
原
理
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
周
到
な
科
学
者
の
自
律
の
検
討
か
ら
更
に
倫
理
委
員
会
の
課
題
に
著

者
は
論
究
し
て
い
く
。

第
七
章
は
「
予
測
医
学
」
を
論
ず
る
。
広
義
に
お
け
る
予
測
医
学
は
、

健
康
と
寿
命
、
健
康
を
害
す
る
生
活
形
態
の
危
険
度
、
そ
の
予
防
方
法
を

取
り
扱
う
。
狭
義
に
お
い
て
は
、
ヒ
ト
遺
伝
学
が
も
た
ら
し
た
知
見
、
即

ち
、
認
識
可
能
な
病
気
の
発
症
以
前
に
危
険
判
断
を
解
明
す
る
こ
と
が
問

題
と
さ
れ
る
（
一
一
一
一
三
頁
）
。
著
者
は
予
測
医
学
の
倫
理
的
問
題
性
を
先

ず
一
般
的
に
論
じ
た
（
一
一
一
一
四
’
一
三
五
頁
）
後
で
、
具
体
的
問
題
に
分

け
入
る
（
一
三
六
頁
以
下
）
。
そ
の
中
に
、
出
生
前
診
断
、
及
び
、
着
床

前
診
断
が
含
ま
れ
て
い
る
（
一
四
三
’
一
五
九
頁
）
。

第
八
章
「
遺
伝
治
療
」
は
、
体
細
胞
遺
伝
治
療
と
生
殖
細
胞
遺
伝
治
療

を
、
そ
し
て
当
然
な
が
ら
影
響
の
よ
り
根
本
的
で
甚
大
な
後
者
を
詳
細
に

論
じ
て
い
る
二
六
○
’
一
七
○
頁
）
。

第
九
章
。
ヒ
ト
］
胚
研
究
」
は
、
余
剰
胚
の
研
究
利
用
を
め
ぐ
る
賛

否
両
論
を
紹
介
し
、
更
に
ク
ロ
ー
ン
問
題
を
論
ず
る
つ
七
一
’
一
九
四

頁
）
。第
十
章
は
既
に
（
第
三
章
に
続
い
て
）
紹
介
し
た
。

第
十
一
章
「
臓
器
移
植
」
（
二
二
一
’
二
五
○
頁
）
に
お
い
て
著
者
は
、

死
体
か
ら
の
移
植
と
生
体
か
ら
の
移
植
を
分
け
、
前
者
に
連
関
す
る
「
死

の
判
定
基
準
」
の
問
題
と
し
て
部
分
脳
死
弓
の
】
三
日
（
・
ロ
を
斥
け
、
全
脳

死
○
口
目
亘
曰
（
・
ロ
を
人
の
死
と
理
解
す
る
。
生
と
死
の
主
体
と
し
て
人
間

は
生
き
て
、
死
ん
で
い
き
、
死
者
と
な
る
。
著
者
が
言
い
た
い
の
は
、
恐

ら
く
、
脳
が
死
ぬ
と
い
う
の
は
誤
用
で
あ
る
こ
と
、
死
ぬ
の
は
掛
け
替
え

な
い
一
人
の
人
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
確
認
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
「
生

命
と
は
（
生
き
る
と
い
う
こ
と
は
）
人
間
の
属
性
で
は
な
く
、
そ
の
実
存

様
式
で
あ
る
。
生
命
の
喪
失
は
実
存
す
る
人
間
の
変
化
を
何
ら
も
た
ら
し

は
せ
ず
、
そ
の
死
を
意
味
す
る
の
み
で
あ
る
。
変
化
す
る
こ
と
は
実
存
す

る
こ
と
を
止
め
る
こ
と
と
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
」
（
二
三
一
頁
）

と
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
一
般
的
考
察
に
基
づ
き
、
ヒ
ト
胚
及
び

胎
児
の
組
織
の
移
植
、
異
種
臓
器
移
植
な
ど
の
問
題
に
説
き
及
ぶ
。
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書 評

巻
末
の
語
彙
集
（
一
一
一
一
一
七
’
一
一
一
一
一
一
三
頁
）
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
私
は

医
学
用
語
に
つ
い
て
の
吟
味
力
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
が
、
哲
学
倫
理
学

関
係
の
用
語
を
み
る
と
［
例
え
ば
、
亘
亘
戸
ロ
ヨ
○
の
．
二
・
『
四
一
・
の
三
一
一
ｓ
丙
の
昇

第
十
二
章
「
死
に
逝
く
こ
と
と
死
」
（
二
五
一
’
二
八
六
頁
）
は
本
書

中
で
も
っ
と
も
頁
数
の
多
い
章
と
な
っ
て
い
る
。
著
者
は
さ
す
が
一
流
の

哲
学
者
だ
け
あ
っ
て
、
本
章
に
お
い
て
、
欺
臓
的
な
語
法
を
一
々
俎
上
に

の
せ
て
吟
味
す
る
。
そ
う
い
う
中
で
最
近
流
行
り
の
の
（
の
『
ウ
の
三
【
の
（
業

界
の
訳
語
で
は
「
臨
死
介
助
」
別
）
を
退
け
、
む
し
ろ
旧
来
の

両
巨
富
目
の
一
・
（
安
楽
死
）
、
の
（
・
『
ｄ
・
す
臼
の
自
己
（
死
に
介
添
え
す
る
こ
と
）
、

の
（
の
Ｓ
の
ワ
の
、
｜
の
一
目
ロ
、
（
死
に
寄
り
添
う
こ
と
）
こ
う
し
た
用
語
を
勧
め

る
。
こ
う
し
た
傾
向
は
ヴ
ィ
ー
ン
ロ
ニ
シ
ロ
ロ
に
関
わ
り
を
有
す
る
学
背

に
ほ
ぼ
共
有
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
私
も
同
感
で
あ
る
。
本
章
と
実

質
的
同
じ
内
容
の
主
張
が
、
先
に
紹
介
し
た
拙
訳
論
文
に
そ
う
と
う
詳
細

に
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
ご
参
照
下
さ
ら
ば
幸
い
で
あ
る
。

第
十
三
章
は
「
医
療
制
度
に
お
け
る
資
源
の
分
配
」
と
題
さ
れ
て
い
る

（
一
一
八
七
’
三
一
二
頁
）
。
邦
語
で
は
「
合
理
化
」
と
「
配
当
（
割
り
当
て
）
」

は
相
互
に
直
ち
に
は
結
び
つ
か
な
い
が
、
ド
イ
ツ
語
で
は
そ
れ
ぞ
れ

．
》
幻
日
一
○
目
｝
亘
の
冒
口
、
震
と
》
宛
四
は
○
三
の
一
の
『
ｐ
ｐ
ｍ
裏
と
な
る
た
め
で
あ
ろ

う
、
語
義
の
比
較
検
討
が
轡
か
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
は
配
当

な
い
し
分
配
が
主
題
と
な
る
た
め
、
そ
の
後
は
後
若
の
吟
味
検
討
が
な
さ

れ
る
。
ミ
ク
ロ
次
一
兀
と
マ
ク
ロ
次
元
の
両
次
元
か
ら
倫
理
的
諸
問
題
の
検

討
が
な
さ
れ
て
い
る
。

○
の
三
の
の
①
Ｐ
の
⑦
『
の
。
三
一
ｍ
言
】
｛
已
巨
四
一
一
の
曰
巨
の
》
百
曰
く
ａ
こ
こ
貝
二
○
己
の
曰
こ
の
》

も
。
（
の
ご
言
一
言
戸
勺
＆
｛
の
『
の
目
ロ
三
一
日
『
一
の
ヨ
ロ
の
］
、
そ
の
解
説
は
簡
潔
で
し

か
も
正
確
で
あ
る
。
著
者
の
奥
さ
ん
が
医
者
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ

る
と
、
医
学
用
語
も
信
頼
に
足
る
語
釈
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
語
禦
集
は
非
常
に
重
宝
す
る
の
で
は
な

い
か
と
私
は
思
う
。

Ⅲ
結
び

尚
、
念
の
た
め
に
繰
り
返
し
て
お
く
が
、
「
自
然
法
」
ｇ
の
三
回
目
『
『
円
三

と
い
う
用
語
を
用
い
て
い
る
か
ら
自
然
法
論
者
で
あ
る
と
か
、
或
い
は
自

覚
的
反
自
然
法
論
者
で
あ
る
と
か
、
逆
に
Ｘ
、
「
自
然
法
」
と
い
う
川
語

が
見
ら
れ
な
い
か
ら
自
然
法
論
者
で
な
い
、
な
ど
と
は
言
え
な
い
。
例
え

ば
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
メ
ス
ナ
ー
の
「
共
同
善
』
□
目
の
①
ミ
ミ
》
§
・
ミ
と
い
う

約
二
七
○
頁
の
書
物
は
、
全
篇
自
然
法
論
の
観
点
か
ら
起
草
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
「
自
然
法
」
と
い
う
語
が
登
場
す
る
の
は
、
ほ
ん
の
数
か

所
に
過
ぎ
な
い
。
ま
と
ま
っ
た
記
述
と
い
え
ば
、
そ
れ
も
こ
Ｈ
ち
ょ
っ
と

の
分
賊
が
兎
四
九
頁
以
降
に
雌
認
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
は

雁
と
し
た
自
然
法
論
者
で
あ
る
。
ペ
ル
ト
ナ
ー
も
何
様
で
あ
る
。
そ
し
て

こ
こ
に
紹
介
し
て
き
た
ヴ
ィ
ー
ン
を
拠
点
に
活
躍
し
て
い
る
学
者
の
多
く

が
存
在
論
的
な
伝
統
に
立
脚
し
て
論
陣
を
張
っ
て
い
る
こ
と
を
想
わ
ね
ば

な
ら
な
い
。
し
か
し
、
文
字
に
拘
泥
し
実
証
を
事
と
す
る
者
の
眼
に
は
こ

う
し
た
事
態
は
、
或
い
は
見
え
ぬ
こ
と
で
あ
り
、
な
か
な
か
承
服
で
き
な

い
こ
と
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
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以
上
、
ヴ
ィ
ー
ン
を
拠
点
と
し
て
活
躍
す
る
研
究
者
の
著
作
を
三
冊
紹

介
し
て
き
た
。
そ
の
中
心
人
物
の
一
人
が
ヴ
ィ
ー
ン
大
学
教
授
ギ
ュ
ン
タ
ー
・

ペ
ル
ト
ナ
ー
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
書
評
で
中
心
を
占
め
る
三
冊
目

と
し
て
彼
の
単
著
を
取
り
上
げ
て
少
し
詳
細
に
紹
介
し
た
。
読
者
に
こ
う

し
た
思
想
家
た
ち
が
健
在
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
活
動
の
一
端
、
そ
れ
が

注
目
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
、
こ
う
し
た
こ
と
を
感
知
し
て
頂
け
る
な

ら
、
こ
の
書
評
は
無
意
味
で
は
な
い
。
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